
と
あ
り
、
水
夫
や
料
理
人
も
同
じ
方
法
で
支
払
い
を
う
け
て
い
る
。

四
、
横
浜
軍
陣
病
院
で
は
、
諸
賄
に
当
っ
て
い
る
伊
勢
屋
伝
次
郎
、

伊
勢
屋
藤
兵
衛
（
共
に
口
入
れ
屋
ら
し
い
）
の
手
で
雇
入
れ
ら
れ
た
介
抱

女
の
外
、
各
藩
が
自
前
で
直
接
つ
れ
て
来
た
介
抱
女
が
い
た
。
し
か
し

各
藩
の
介
抱
女
に
つ
い
て
は
、
年
令
制
限
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
。

五
、
開
院
七
週
に
し
て
病
院
御
使
番
は
、
「
決
し
て
張
り
が
ま
し
き
儀

こ
れ
な
き
よ
う
心
得
ら
る
べ
く
候
」
と
い
う
達
を
出
し
て
い
る
。
そ
し

て
十
月
に
は
、
「
不
埒
の
次
第
こ
れ
あ
り
。
退
院
取
計
」
と
命
ぜ
ら
れ
た

兵
士
ま
で
出
た
。
即
ち
、
セ
ッ
ク
ス
が
か
ら
ん
だ
事
件
が
あ
っ
た
点
か

ら
考
え
る
と
、
各
藩
が
自
前
で
連
れ
て
来
た
介
抱
女
の
中
に
は
若
い
女

性
も
い
た
の
で
は
な
い
か
。
Ｗ
・
ウ
ィ
リ
ス
の
報
告
に
よ
る
と
、
越
後

戦
線
で
は
介
抱
女
は
若
い
女
性
で
、
妊
娠
事
件
ま
で
出
て
い
る
。

六
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
ふ
ま
え
て
、
横
浜
軍
陣
病
院
閉
鎖
後
、
東

京
病
院
が
十
一
月
に
規
則
改
正
し
た
際
、
看
病
婦
（
九
月
頃
よ
り
呼
び
名

変
る
）
は
四
十
才
以
上
と
し
て
労
働
能
力
を
た
か
め
、
一
方
、
四
十
才
以

下
の
女
性
の
出
入
り
を
禁
止
し
た
。

七
、
仙
台
の
聖
和
学
園
短
大
の
柳
谷
慶
子
講
師
が
研
究
さ
れ
て
い
る

〃
武
士
社
会
の
中
の
看
病
断
（
か
ん
び
ょ
う
こ
と
わ
り
）
〃
と
い
う
制
度
に

つ
い
て
紹
介
し
、
横
浜
病
院
日
記
に
書
か
れ
て
い
る
「
家
来
を
つ
れ
た

藩
公
用
の
介
抱
之
者
と
い
う
武
士
」
が
も
つ
役
割
に
つ
い
て
考
察
を
加

え
た
。
（
指
揮
役
か
）

八
、
七
月
二
十
日
以
後
に
横
浜
軍
陣
病
院
の
本
営
と
な
っ
た
東
京
府

大
病
院
で
は
「
規
則
」
を
作
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
看
病
人
は
投
薬
、

起
臥
、
飲
食
、
着
が
え
等
の
手
伝
い
が
仕
事
の
主
内
容
で
あ
り
、
看
病

女
は
加
え
て
洗
濯
の
作
業
が
あ
っ
た
。
横
浜
で
も
同
様
の
扱
い
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

九
、
今
回
の
研
究
に
よ
っ
て
、
横
浜
軍
陣
病
院
の
介
抱
女
の
実
態
が

か
な
り
明
ら
か
と
な
り
、
〃
わ
が
国
に
お
け
る
職
業
と
し
て
の
看
護
婦
の

最
初
″
と
位
置
づ
け
る
説
を
否
定
す
る
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

（
平
成
八
年
九
月
例
会
）

「
大
同
類
聚
方
」
は
、
桓
武
天
皇
の
遺
命
に
よ
っ
て
、
大
同
三
年
（
八

○
八
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
わ
が
国
最
古
の
医
薬
書
で
あ
る
。

こ
の
医
薬
害
は
、
こ
の
時
期
を
編
年
的
に
ま
と
め
た
『
日
本
後
紀
」

が
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
刊
行
さ
れ
て
以
来
、
安
倍
真
貞
と
安
倍

真
直
、
典
薬
頭
と
衛
門
佐
の
違
い
に
よ
っ
て
偽
書
の
疑
が
か
け
ら
れ
た
。

そ
の
雄
が
佐
藤
方
定
で
あ
る
。
方
定
は
、
天
保
二
年
二
八
三
一
）
に

刊
行
し
た
「
奇
魂
」
の
中
で
、
八
つ
の
疑
問
点
を
あ
げ
て
、
そ
れ
ま
で

に
見
た
『
大
同
類
聚
方
』
を
偽
書
と
断
定
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
佐
藤
方
定
は
「
大
同
類
聚
方
」
の
延
喜
本
（
寮
本
）
を
、

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
頃
に
発
見
し
て
い
る
。

方
定
は
、
こ
れ
を
真
本
と
認
め
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
か
ら
元
治

元
年
（
一
八
六
四
）
に
か
け
て
刊
行
し
て
い
る
。

「
大
同
類
聚
方
」
の
問
題
点
ｌ
同
撰
ｌ
に
つ
い
て後

藤
志

朗
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そ
れ
が
『
勅
撰
真
本
大
同
類
聚
方
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
天
皇
に

書
物
を
奉
た
と
き
の
上
表
文
・
医
官
の
心
得
を
説
い
た
医
式
も
具
わ
り
、

分
量
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
形
の
整
っ
た
書
物
で
あ
り
、
流

布
本
と
は
大
き
く
違
う
所
で
あ
る
。

従
っ
て
こ
の
本
の
検
討
な
し
に
は
、
「
大
同
類
聚
方
』
を
偽
書
と
断
定

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

今
回
筆
者
は
、
一
般
に
流
布
し
て
い
る
本
。

一
、
一
巻
か
ら
百
巻
ま
で
存
し
、
初
の
巻
に
用
薬
を
挙
げ
た
も
の
。

出
雲
本
（
出
雲
宿
禰
貞
俊
蔵
本
）
。

因
幡
本
（
因
幡
国
の
人
横
田
専
助
蔵
本
）
。

豊
後
本
（
武
藤
吉
得
刻
本
）
。

一
、
一
巻
よ
り
二
十
四
巻
ま
で
を
欠
き
、
二
十
五
巻
よ
り
百
巻
ま
で
存

し
、
用
薬
を
終
の
巻
に
挙
げ
た
も
の
。

真
田
本
（
京
都
西
陣
の
人
真
田
平
之
進
蔵
本
）
。

衣
川
本
（
因
幡
国
の
人
衣
川
長
秋
蔵
本
）
。

伊
勢
本
（
北
畠
家
所
伝
本
）
。

一
、
真
田
本
の
二
十
五
巻
よ
り
三
十
四
巻
ま
で
を
刊
行
し
た
も
の
。

畑
本
（
京
都
の
畑
惟
和
刻
本
）
。

一
、
抜
革
本
。

神
方
を
抜
華
し
た
も
の
で
、
末
尾
に
文
治
元
年
十
一
月
典
薬
頭
丹
波
良

康
の
賊
が
あ
る
も
の
。

兼
葭
堂
本
（
大
阪
の
木
村
孔
恭
刻
本
）
。

広
田
本
（
江
戸
の
広
田
元
良
刻
本
）
。

こ
れ
ら
に
も
共
通
す
る
問
題
「
奉
勅
同
撰
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

こ
の
問
題
は
、
今
日
ま
で
偽
言
説
を
称
え
た
人
達
も
見
逃
し
て
い
る
。

『
続
日
本
紀
」
『
日
本
後
紀
」
な
ど
の
六
国
史
を
は
じ
め
『
延
喜
式
」

は
、
「
奉
勅
撰
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
一
般
的
な
型
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
『
大
同
類
聚
方
」
で
は
「
奉
勅
同
撰
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
同

撰
」
と
な
っ
て
い
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
。

諸
橋
の
「
大
漢
和
辞
典
」
を
見
て
も
、
「
同
撰
」
は
載
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
「
同
学
」
が
出
て
お
り
、
そ
こ
に
は
．
緒
に
学
ぶ
」
と
い
う

意
味
が
記
さ
れ
て
い
る
。

同
と
は
、
説
文
に
「
合
会
す
る
な
り
」
と
あ
り
、
口
で
謀
り
合
議
す

る
の
意
で
あ
る
。

つ
ま
り
「
同
撰
」
と
は
、
「
寄
り
集
っ
て
合
議
し
え
ら
ぶ
」
と
い
う
意

味
に
な
る
。

一
般
的
に
は
、
天
皇
の
命
を
受
け
て
各
地
に
通
達
を
発
し
、
献
上
さ

せ
た
薬
方
を
集
め
『
大
同
類
聚
方
』
が
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
て

い
る
。し

か
し
、
通
達
が
発
せ
ら
れ
た
形
跡
は
見
当
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は

『
大
同
類
聚
方
』
の
延
喜
本
（
寮
本
）
の
百
巻
に
珠
潔
河
薬
の
処
方
が
あ

り
、
そ
の
割
注
で
、
そ
れ
を
証
明
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

そ
こ
に
は
「
後
日
注
進
価
戴
之
」
（
後
日
、
注
進
し
て
、
価
て
之
を
戴
く
）

と
あ
る
。

も
し
通
達
が
発
せ
ら
れ
て
薬
方
が
集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
は
す
べ
て
の
薬
方
に
つ
い
て
い
え
る
事
で
、
こ
の
箇
所
の
み
に
割
注

を
必
要
と
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。

編
纂
は
、
し
た
が
っ
て
上
表
文
の
末
尾
に
記
載
さ
れ
て
い
る
典
薬
寮
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の
五
名
（
忌
部
宿
禰
恵
美
麻
呂
・
大
伴
宿
禰
乎
智
人
・
若
江
造
家
継
・
出
雲
連

広
貞
・
安
倍
朝
臣
真
貞
）
の
氏
族
に
伝
わ
っ
て
い
る
薬
方
や
こ
れ
ま
で
に

五
名
が
集
め
た
薬
方
、
典
薬
寮
や
内
裏
に
残
っ
て
い
る
資
料
を
持
ち
寄

っ
て
選
別
し
た
。
と
考
え
れ
ば
「
同
撰
」
の
記
載
も
納
得
で
き
る
。

類
似
し
た
薬
方
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
古
体
を
留
め
て
い
る
和
文

体
の
宣
命
書
き
、
流
布
本
の
よ
う
に
助
詞
や
活
用
語
尾
が
小
言
で
記
さ

れ
て
い
る
も
の
で
な
く
、
大
耆
で
あ
る
方
を
採
用
し
た
。
そ
れ
が
、
由

緒
正
し
さ
を
表
わ
す
証
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
一
般
に
流
布
し
て
い
る
宣
命
書
き
の
小
言
和
文
体
で
、
分
量

も
記
さ
れ
て
い
な
い
薬
方
は
、
選
択
の
時
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の

で
あ
る
。

佐
藤
方
定
が
発
見
し
た
延
喜
本
（
寮
本
）
が
、
真
本
で
あ
れ
ば
、
古
代

の
医
学
は
い
う
に
及
ば
ず
五
名
に
関
係
す
る
諸
国
の
神
社
・
国
造
・
県

主
・
稲
置
・
首
・
史
な
ど
、
古
代
史
に
散
見
す
る
人
々
の
薬
方
も
記
載

さ
れ
て
い
る
の
で
、
飛
鳥
奈
良
時
代
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
な
資

料
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（
平
成
八
年
十
〃
例
会
）

河
津
省
庵
（
一
八
○
○
’
五
二
）
は
『
医
則
発
揮
」
、
門
人
の
山
川
揚
庵

（
一
八
一
二
’
六
○
）
は
「
熱
病
畷
原
』
の
著
者
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
医

『
医
則
発
揮
」
の
著
者
河
津
省
庵
と
門
人
山
川
揚
庵石

原
昂

学
史
上
に
そ
の
名
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、
両
人
に
つ
い
て
の
人
物

像
は
必
ず
し
も
明
確
に
は
さ
れ
て
は
い
な
い
。

河
津
省
庵
は
寛
政
十
二
年
、
相
模
国
上
相
原
村
（
現
神
奈
川
県
相
模
原

市
相
原
）
に
生
ま
れ
た
。
名
は
卓
、
字
は
子
立
、
隆
積
の
ち
に
省
庵
と
号

し
た
。
代
々
医
家
の
家
に
生
ま
れ
、
省
庵
も
こ
の
道
を
志
し
て
ま
ず
古

医
方
派
の
漢
方
を
学
び
、
さ
ら
に
洋
医
学
を
身
に
つ
け
た
。

し
か
し
洋
医
学
の
師
は
現
在
ま
で
不
明
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
長

崎
に
赴
い
て
シ
ー
ボ
ル
ト
か
ら
学
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
確
証

は
な
い
。
ま
た
宇
田
川
榛
斎
の
門
に
入
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。

儒
学
は
芳
川
波
山
（
一
七
九
四
’
一
八
四
六
）
か
ら
学
ん
だ
。
伊
豆
下

田
の
囚
山
亭
に
於
い
て
で
あ
っ
た
。
省
庵
は
波
山
か
ら
大
き
な
影
響
を

受
け
た
ら
し
い
。
波
山
が
忍
藩
（
現
在
の
埼
玉
県
行
田
市
）
の
侍
講
と
し

て
藩
主
松
平
忠
堯
に
招
か
れ
、
忍
に
赴
任
し
た
の
は
文
政
九
年
（
一
八
二

六
）
で
あ
る
が
、
省
庵
は
波
山
の
後
を
追
う
よ
う
に
し
て
天
保
初
年
（
一

八
三
○
）
頃
、
忍
に
移
っ
た
。

忍
で
医
を
開
い
た
が
、
ま
も
な
く
名
声
は
高
ま
り
、
藩
主
の
侍
医
に

挙
げ
ら
れ
た
。
波
山
の
推
挙
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
省
庵
は
嘉
永
五
年

八
月
十
八
日
こ
の
地
で
没
し
、
蓮
華
寺
に
葬
ら
れ
た
。
法
名
を
隆
明
院

修
徳
日
碩
居
士
と
い
う
。

忍
で
の
省
庵
の
大
き
な
業
績
は
多
数
の
刑
屍
解
剖
、
こ
の
解
剖
所
見

を
も
と
に
し
た
『
医
則
発
揮
」
の
刊
行
、
な
ら
び
に
種
痘
で
あ
る
。

『
医
則
発
揮
」
の
発
刊
は
省
庵
の
没
し
た
嘉
永
五
年
で
あ
る
。
し
か
し

波
山
の
序
は
天
保
十
一
年
（
一
八
四
○
）
三
月
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、

草
稿
は
発
刊
さ
れ
る
少
な
く
と
も
十
二
年
前
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
も
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